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第１学年	
 国語科学習指導案	
 

指導者	
 川崎市立真福寺小学校	
 武川	
 恭子	
 

	
 

１．日時・場所	
 平成２４年１１月２１日（水）	
 ５校時	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 川崎市立真福寺小学校	
 １年１組	
 教室	
 

２．単元名	
 じどう車ずかんをつくろう	
 

３．単元目標	
 	
 

・いろいろな自動車について情報を得るために，自動車の「しごと」と「つくり」を説明した本や文

章を選んで読もうとする。	
 	
 

・自動車についての情報を得るために，自動車の「しごと」と「つくり」がわかる文章を見付けなが

ら読むことができる。	
 	
 

・	
 主語と述語との関係に注意しながら文と文章を読むことができる。	
 

	
 	
 	
 

４．評価規準	
 

 
５．単元について 
(１)児童の実態と目指す子ども像について 
①児童の実態 
小学校生活を始めてから８か月ほど経った子どもたちは，周囲との関わりが広がり、周りの友達と一

緒に活動する楽しさも感じ始めている。学習全体を通して、「知っていることを教えたい」「みんなの前

で言いたい」という気持ちがある一方で、コミュニケーションの対象が教師であることが多く、「友達に

伝える」という意識はまだまだ多くないようだ。また，生活経験の違いから、語彙の量やイメージ力に

ついては個人差が大きい。読み書きの困難さを感じている児童もおり、学習面で個別的な支援を必要と

する児童も少なくない。 
	
 そこで，「おはなしきいて」の「お気に入りのものを教えるね」のスピーチを学習した際には，実物や

写真を示しながら話をすることで，伝えたいことを補うことができたり、子ども同士でイメージを共有

できたり、スピーチ後のやりとりが広がった。さらに，質問はもちろんのこと，「私は・・です」と自分

国語への関心・意欲・態度	
 読む能力	
 
言語についての	
 

知識・理解・技能	
 

・いろいろな自動車につい

て情報を得るために，自

動車の「しごと」と「つ

くり」を説明した本や文

章を選んで読もうとして

いる。	
 

	
 

・自動車についての情報を得るために，自

動車の「しごと」と「つくり」がわかる

文章を見付けながら読んでいる。	
 

〈イ〉	
 

・自動車の「しごと」と「つくり」につい

て説明する文や文章を，絵や写真などを

参考にしながら書いている。	
 

〈イ〉	
 

・主語と述語との関係に注意

して文や文章を読んでい

る。	
 〈イ(カ）〉	
 

	
 



と比べて聞くことができた。感想交流を通して、「自分のことがしっかり話せた」、「周りが自分の話をし

っかり聞いてくれた」という嬉しさを感じているようだ。 
週１回の朝読書の時間には、担任やボランティアさんが読みきかせを行い、みんなで本に親しんでき

た。一人読みの時間には、絵本の絵を見て楽しむ子、文字をじっくり追ってお話を味わう子、昆虫など

の生き物の本に興味がある子など，思い思いに読書を楽しむ様子が見られる。国語の「くちばし」や「み

いつけた」の学習では、知っていることを話したり、教科書の挿絵を見ながら内容を確かめたりする学

習を一緒に行ってきた。 
 
②目指す子ども像 
子どもたちにとって、自動車は身近なものであるが、「はたらく車」がどんな仕事をして、どのような

つくりになっているかを十分に捉えることは難しい。また、自動車への興味・関心の差も大きいと思わ

れる。そこで、学習の見通しを持つ段階では、少しでも「はたらく車」に対して親しみを持てるように、

事前に家庭から持ってきたミニカーや本などを手に取ることができるような場を設けたり、動画を活用

してイメージを持たせたりすることで、意欲的に学習に取り組めるようにしたい。 
学習の中で、実際にはたらく車の実物を見ながら確かめることは難しい。そこで、動画や写真などを

用いることで、はたらく車の高さや大きさ、動きなどについて具体的なイメージをもって感じ取ること

ができたり、言葉の意味を理解したりするのに役立つと考える。視覚的に理解を促しながら、「しごと」

と「つくり」に着目できるようにする。また、得た情報について、「しごと」と「つくり」を分ける経験

や、「しごと」と「つくり」を結びつけながらカードにまとめる経験を子どもたちがすることで、「のり

もの図鑑」をつくる学習にスムーズにつなげていきたい。 
「のりもの図鑑」を作る活動では、自分で「はたらく車」を選ぶ。その際に、絵本や図鑑をどのよう

に使っていくか、本の選び方を丁寧に確かめることで学習がスムーズに進められるようにしたい。絵本

や図鑑などを用いる中で、活字からの情報と同時に写真や挿絵から気がつくことも大切に扱い、自分で

見つける楽しさにも気づけるようにする。図書室にある本や図鑑などは、１年生にとって情報量が多す

ぎるものもあるので、図書室にある本以外にも、家庭から持ってきたものやのりものカードを併せて活

用する。家庭で慣れ親しんだ本を学習に活用することで、学習後の家庭での読書にもつなげていきたい。

またこの学習をきっかけにして、物語や絵本のほかに，知識を得るための本にも興味を持てるようにし

たいと考えている。 
 
(２)単元設定の理由 
児童が関心を示す物の一つとして乗り物がある本単元で学習する教材「じどう車くらべ」は、その乗

り物の中でも特に生活に身近な自動車を取り上げている。そして、教材「みいつけた（１年上）」と同

様「問い＋答え＋答え＋答え」という列挙型の構成になっている説明的な文章である。それぞれの自動

車がどんな「しごと」をしているか、そのためにどんな「つくり」になっているのかというように問い

が二つあるため、二つの事柄の因果関係を挿絵とともに分かりやすく説明する形をとっている。活動を

通してそれぞれの自動車の説明が「しごと」についてと「つくり」についてのまとまりからなっている

ことや「そのために」という言葉の役割に気づかせたい。	
 

また、バスや乗用車トラック・クレーン車を比べながら読み取ってきた児童が、ほかの自動車につい

て調べて書く内容になっている。自分が選んだ自動車について調べて書くためのステップとして、はし



ご車について考える課題はクラス全員でいっしょに「しごと」と「つくり」について考えていく。ここ

ではしご車の映像や教科書の挿絵などを活用し、児童が主体的に「しごと」と「つくり」を書くために

必要な情報を収集・判断していけるようにしたい。そして、自分の選んだ自動車について調べる時間で、

児童は人に聞いたり、絵本や図鑑、ミニカーを見たりして情報を集め、今までの学習したことを生かし

て、必要な情報を判断しながら書き写したり、書き換えたりして自分なりの表現をしていくことになる。	
 

本単元の学習で、できるだけ様々な種類の図書やミニカーを用意したり、自動車に関する映像を見せ

たりすることで、子どもたちの心を豊かにし、自動車がどんな「しごと」でどんな「つくり」になって

いるのかを知りたいというわくわくした気もちがもてるようにしたい。そして、自分たちが調べて作っ

た自動車カードを集めて、みんなで「自動車図鑑を作ろう」という大きなめあてをもつことで、意欲的

に取り組むことができると考えている。	
 

本単元では、いろいろな自動車の「しごと」と「つくり」について見つけ出す楽しさや、自動車カー

ドを交換して読み合い、新しいことを知る喜びも味わうこともできる。教材で学習して文章を書くこと

や自分が知りたい知識を得るために本や文章を選んで読むことは読書の範囲を広げることは、繰り返し

経験させたい言語活動である。計画的に積み重ねることによって、実際に使える力として獲得させてい

くようにしたい。	
 

	
 

６．研究テーマとの関わり	
 

	
 

 
 
 
 
 
	
 子どもたちの情報活用能力を育成するためには，子どもたち自身が様々なメディアの特性を生かし，

適切に活用しながら問題解決に取り組む学習活動の充実が大切である。 
	
 今回の取り組みでは， 

	
 	
 ①「メディア活用で育てる情報活用能力」の要素に重点を置き，メディアを効果的に使うことで子 

	
 	
 	
 どもの情報活用能力を伸ばせるような授業のてだてを具体的に考える。	
  

	
 	
 ②本時を中心に育てる情報活用能力は「情報活用の実践力」のうち，「必要な情報を主体的に判断 
	
 	
 	
 する」力とする。 

といった点を意識しながら学習指導案を作成した。 

	
 今回の授業の主体は，メディア活用の入門期とも言える1年生である。教室にあるICTや図書資料とい
ったメディアで学習内容への興味や関心を高め，映像資料の活用によって生活経験の個人差をフォロー

しながら読み取りの内容を深める経験や読み取り方そのもののモデルとなる体験をさせたい。特に本時

では，はしご車の映像や教科書の挿絵などから子どもが主体的に「『しごと』と『つくり』を書くために

必要な情報」を収集・判断できたか，また，そうした意図に対応したてだてとして用意した映像資料が

効果的であったかどうかを検証していこうと考えている。 
 
 

研究テーマ	
 

「自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして」	
 

−	
 メディア活用で育てる情報活用能力，メディア活用で伸ばす確かな学力	
 − 



７．指導計画（１１時間） 

次 時 評価規準と評価方法 主な学習活動 指導上の留意点 
使用するメディア及びねらい 

１  
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

 
 
【関】自動車に興味をもって 
発表し、意欲的に学習に取り 
組んでいる。 
☆発言・行動観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○知っている自動車や調べた

い乗り物を紹介し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○いろいろな自動車の映像を

視聴する。 
 
○「みんなで自動車図鑑を作

ろう」という課題を設定し、

学習の見通しをもつ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今まで見たり乗ったりした

ことのある自動車や絵本や

図鑑で知っている自動車に

ついて話し合うようにす

る。 
・興味のある自動車について

は、絵本や図鑑、ミニカー

などを参考にして話ができ

るようにする。 
・自動車の名前がなかなか出

てこない児童には、道路で

走っている自動車や工事で

使われている車を思い出す

ように声をかける。 
 
 
 
 
 
 
 
・児童が実際に作る自動車図

鑑の見本を用意し、これか

ら学習していくことのイメ

どんなじどう車があるかはなしあおう。 

・50インチテレビ 
・拡大提示装置 
・絵本や図鑑 
・ミニカー 
☆ミニカーを拡大提示し

たり、絵本や図鑑を見

たりすることで自動車

について興味関心を高

められるようにする。 
 

・ＤＶＤ 
・ＤＶＤプレーヤー 
☆いろいろな自動車の映

像を視聴することで次

時以降の学習の意欲を

高められるようにす

る。 
 



ージがわくようにする。 
２ 
 
 
 
 
 

 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【言】主語や述語の関係に注

意して文や文章を読ん

でいる。 
☆発言・色線 
【読】3種類の車の「しごと」

や「つくり」を見つけ

ながら読んでいる。 
☆発言・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○バス・じょうよう車の「し

ごと」と「つくり」を読み

取る。 
○「しごと」と「つくり」に

ついて説明した文に赤と青

の線を引いて区別し、関係

を確かめる。 
○ワークシートにまとめる。 
 
○トラックの「しごと」と「つ

くり」を読み取る。 
○「しごと」と「つくり」に

ついて説明した文に赤と青

の線を引いて区別し、関係

を確かめる。 
○ワークシートにまとめる。 
○クレーン車の「しごと」と

「つくり」を読み取る。 
○「しごと」と「つくり」に

ついて説明した文に赤と青

の線を引いて区別し、関係

を確かめる。 
○ワークシートにまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・みんなで自動車図鑑を作る

ために、どのようにカード

を書いたらよいか教材で学

習することを伝える。 
・二つの問いの文があること

を確認し、「しごと」と「つ

くり」の二つのまとまりで

構成されていることに気づ

けるようにする。 
・「くちばし」「みいつけた」

で学習した「問い」と「答

え」の関係に気づき、答え

の文を見つけることができ

るようにする。 
・「しごと」の文には赤線、「つ

くり」の文には青線を引い

て区別できるようにする。 
・「そのために」という言葉に

注目させ、「しごと」と「つ

くり」には関連があること

に気づけるようにする。 
・片仮名で書く言葉は板書し、

筆順を示す。 

いろいろなじどう車のしごととつくりをみつけよう。 

・50インチテレビ 
・デジタル教科書 
・コンピュータ 
☆デジタル教科書にある
自動車の挿絵を拡大提
示し、「しごと」や「つ
くり」を読み取るための
手立てとなるようにす
る。 

・50インチテレビ 
・拡大提示装置 
・ミニカー 
☆学習する車(ミニカー)を
拡大提示しながら導入
でクイズをして学習意
欲を高める。 



⑥ 
本

時 

【読】映像や挿絵から、はし

ご車の「しごと」や「つ

くり」を読み取ること

ができる。 
☆発言・ワークシート 
 
 

○本時の学習課題を確かめ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○はしご車の映像を見て、「し

ごと」や「つくり」など、

気がついたことを発表す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○教科書の挿絵を見ながら、

「しごと」と「つくり」に

・はしご車のミニカーを実物

投影機で映し、興味を持た

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
・映像を見るときには、はし

ご車の「しごと」と「つく

り」に着目して見るように

声をかける。 
 
 
 
 
 
 
・発表するときの手がかりと

なるように、黒板に教科書の

挿絵の拡大コピーを提示す

る。 
・しごとやつくりに限定せず

に、気がついたことを発表さ

せる。板書する際には、「し

ごと」と「つくり」に分けな

がら、短い言葉で黒板にまと

める。 
・のびる、うごくなどの言葉

の意味をおさえる必要があ

る場合には、ミニカーを拡大

提示装置に映し、動かしなが

ら全体で確かめるようにす

る。 
・板書でまとめたつくりに着

目できるように、挿絵に○

・50インチテレビ 
・ＤＶＤ 
・ＤＶＤプレーヤー 
☆はしご車の映像を見せ、

「しごと」や「つくり」

を考える際の手立てと

なるようにする。 

・50インチテレビ 
・拡大提示装置 
・ミニカー 
☆学習するはしご車(ミニ
カー)を拡大提示し、学
習への興味関心を高め

る。 



ついて確かめる。 
 
 
 
 
 
○みんなで見つけた「しごと」

と「つくり」をもとに、ワ

ークシートにまとめる。 
 
 
 
 
 
○次回の学習の予告をする。 

印をつけながら確かめてい

く。 
・挿絵の左側にはどんなシー

ンがあるかを想像させ、「し

ごと」に目が向くようにす

る。 
・板書の内容を手がかりにし

て、はしご車の「しごと」と

「つくり」を結びつけて考

え、自分の表現で書けるよう

に声をかける。終わったら挿

絵の色を塗ったり、周囲の絵

を描いたりして待っている

ように声をかける。 
・次時に自分が書きたい自動

車を選び、図鑑を作ること

を知らせる。また、次時か

ら使う本についていくつか

紹介し、朝読の時間や休み

時間にも探せることを知ら

せておく。 
３ 
 
 
 
 

 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【関】図鑑を作るために、自

動車についての絵本や

図鑑を進んで読もうと

している。 
☆行動観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○家から持ってきた本や教室

にある絵本や図鑑を読み、

図鑑にのせたい自動車を選

ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・初めから自動車を決めて本

を選ぶのではなく、本や図

鑑の読み取りをもとに自動

車を選ばせるようにする。 
・なかなか選べない児童には、

2 時間目に見た映像の中か
ら気に入った自動車を思い

出して一緒に本をめくった

じどう車ずかんをつくろう。 ・50インチテレビ 
・拡大提示装置 
・絵本や図鑑 
・ミニカー 
☆できるだけたくさん

の絵本・図鑑・ミニカー

などを用意し、自分の好

きな自動車を見つけら

れるようにする。 



 
 
 
８ 
９ 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 

 
 
 
【言】主語や述語の関係に注

意して文や文章を読ん

でいる。 
☆ワークシート 
【読】自動車についての情報

を得るために，自動車

の「しごと」と「つく

り」がわかる文章を見

付けながら読んでい

る。 
☆発言・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
【関】いろいろな自動車につ

いて情報を得るため

に、自動車の「しごと」

と「つくり」を説明し

た本や文章を選んで読

もうとしている。 
☆発言・行動観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○選んだ自動車の「しごと」

と「つくり」を読み取り、

短冊 (赤と青 )に書きぬく。
（「しごと」が赤、「つくり」

が青） 
 
 
○短冊を赤、青の順に並べて、

短冊をもとにワークシート

に清書する。 
 
 
 
 
○挿絵を描く。 
 
 
○自動車図鑑を作り、学習を

ふりかえる。 
 

り、どんな自動車が好きか

話したりしながら決めるこ

とができようにする。 
・前時までの学習してきたこ

とを参考にしてワークシー

トに書くようにする。 
・本から「しごと」と「つく

り」についての情報を収集

し、赤と青の短冊に分けて

書くようにする。 
・大切なことを落とさず、最

初にもってこられるように

して清書する。 
・興味がある児童や早くでき

た児童は、ほかにも調べて

ワークシートにまとめてよ

いことを伝える。 
・ワークシートには、挿絵を

添えることができるように

する。 
・できあがったワークシート

を紹介し、感想を発表し合

うことができるようにす

る。 
 
 
 
 
 
 
・感想がなかなか言えない児

童には、「初めて知ったこ

と」「いいなと思ったこと」

などの観点を示し、充実し

た交流になるようにする。 
・ワークシートを一つにまと

めて図鑑を作り、名前をつ

けるようにする。 

・50インチテレビ 
・実物投影機 
☆できあがったワークシ

ートを拡大提示し、発

表するときの手立てと

なるようにする。 



8．本時の展開 
（１）	
 本時の目標 

はしご車の「しごと」と「つくり」を読み取る。 
（２）本時の展開（6時間目） 

評価規準と評価方法 学習活動 指導上の留意点 
使用するメディア及びねらい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．学習課題を確かめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．はしご車の映像を見て、「しごと」

や「つくり」など、気がついたこ

とを発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・はしご車のミニカーを実物投影機で映

し、興味を持たせる。 
 
 
 
 
 
 
 
・映像を見るときには、はしご車の「しご

と」と「つくり」に着目して見るように

声をかける。 
 
 
 
 
 
 
・発表するときの手がかりとなるように、

黒板に教科書の挿絵の拡大コピーを提示

する。 
・しごとやつくりに限定せずに、気がつい

たことを発表させる。板書する際には、

「しごと」と「つくり」に分けながら、

短い言葉で黒板にまとめる。 
・のびる、うごくなどの言葉の意味をおさ

える必要がある場合には、ミニカーを拡

大提示装置に映し、動かしながら全体で

確かめるようにする。 
 

はしご車の「しごと」や「つくり」をみつけよう。 

・50インチテレビ 
・拡大提示装置 
・ミニカー 
☆学習するはしご車(ミニカー)を拡
大提示し、学習への興味関心を高

める。 

・50インチテレビ 
・ＤＶＤ 
・ＤＶＤプレーヤー 
☆はしご車の映像を見せ、「しごと」

や「つくり」を考える際の手立

てとなるようにする。 



 

 
 
 
 
 
 
 
【読】映像や挿絵か

ら、はしご車の「しご

と」や「つくり」を読

み取ることができる。 
☆発言・ワークシート 
	
  
 
 
 

３．教科書の挿絵を見ながら、「しご

と」と「つくり」について確かめ

る。 
 

 
 
 
４．みんなで見つけた「しごと」と「つ

くり」をもとに、ワークシートにま

とめる。 
 
 
 
 
５．次回の学習の予告をする。 

・板書でまとめたつくりに着目できるよう

に、挿絵に○印をつけながら確かめてい

く。 
・挿絵の左側にはどんなシーンがあるかを 
想像させ、「しごと」に目が向くようにす

る。 
 
・板書の内容を手がかりにして、はしご車

の「しごと」と「つくり」を結びつけて

考え、自分の表現で書けるように声をか

ける。終わったら挿絵の色を塗ったり、

周囲の絵を描いたりして待っているよう

に声をかける。 
 
・次時に自分が書きたい自動車を選び、図

鑑を作ることを知らせる。また、次時か

ら使う本についていくつか紹介し、朝読

の時間や休み時間にも探せることを知ら

せておく。 
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５０インチテレビ 
 
① はしご車のミニカー提示 
② はしご車の映像 
③ ワークシート提示 
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